
1 

 

フューチャーデザイン・ワークショップ開催報告 

 

 

はじめに 

 本市は、合併により同規模の自治体に比べて、所有する公共施設の数は増え、機能的に

重複する施設が複数存在しており、施設自体の老朽化が進んでいます。また、人口減少に

よる市税収入の減少、高齢化社会の進展に伴う扶助費等の義務的経費の増大などにより厳

しい財政状況が見込まれる中、将来の負担を軽減・平準化していくためには、公共施設を

適正な規模に見直していく必要があります。 

 また、公共施設（建築物）の寿命はおおよそ５０年、一旦造ってしまったものは長期間

に渡り影響を与え続けます。ある時点での要求に応えてばかりいると、将来、思わぬかた

ちで重荷になることがあります。公共施設の在り方について、現在の我々の視点だけでな

く、将来の市民の視点からも考え、現在と将来、双方の利益を総合的に考える必要がある

との認識に立ち、将来世代の視点や利益を踏まえたビジョン形成や意思決定を行うための

方法論である「フューチャーデザイン」を活用し、市民のみなさんとともに公共施設の在

り方を話し合いました。 

 

ワークショップ開催概要 

（１） 第１回 

日 時：2020 年 1 月 19 日 13：30〜16：30 

場 所：西条市役所 本館５階 502 会議室 

参加者：８人 

テーマ『現在世代から公共施設を考える』 

  ・公共施設に関する概要説明【市役所事務局】 

  ・現在世代の視点から公共施設を考える【ディスカッション①】 

  ・現在から過去の人々へメッセージを送る【ディスカッション②】 

  ・フューチャーデザインとは（講演）【西條教授】 

（２） 第２回 

日 時：2020 年 2 月 16 日 13：30〜16：30 

場 所：西条市役所 本館５階 502 会議室 

参加者：２１人 

テーマ『将来世代から公共施設を考える』 

  ・未来人になるためのレクチャー【市役所事務局】 

  ・「どのような固定観念にしばられていたか？」【ディスカッション③】 

  ・「2060 年の公共施設はどうなっているか？」【ディスカッション④】 
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■フューチャーデザインとは 

 私たちの社会を構成している「マーケット（市場）」や「デモクラシー（民主制）」は、目の前にある欲求を実現

する優れた仕組みでありますが、将来世代の利益は考慮していません。二酸化炭素排出量の増大と地球温暖化、先

進国の公的債務の増大など、現代社会は将来世代の資源を奪うことで今の豊かさを維持しているとも言えます。目

先の利益を追求するだけでは、自然も社会も持続可能ではなく「未来への責務」を果たせません。 

フューチャーデザインは、このような認識に基づき、将来世代の視点で政策を評価し、意思決定を行うことを目

指しています。現在世代の意思決定の影響が数十年以上続くような課題でも、将来世代はそれに参加できません。

そのジレンマを解決するため、将来世代になったつもりの「仮想未来人」を意図的に創出し、議論に加わってもら

います。 

大学での実験や自治体等での実践からは、仮想未来人になってもらうと、将来世代を豊かにするのなら今の利得

が減ってもかまわないという意思決定が見られるということがわかってきました。岩手県矢巾町の事例では、現在

世代からの子ども医療費無料化の提案に対し、仮想未来人になった将来世代からは「自分たちの子どもたちに将来

負担がかかってくるのだったら嫌です」とまったく異なる意見が出されました。京都府水道事業の事例では、現在

世代からは、水道事業には耐震化が大切であり強くて長持ちするパイプの開発が重要だとの提案に対し、将来世代

では、いずれ大震災が起き、水道管が壊れてしまう。全てを直すことができないので、池に水を貯めその水を浄水

し供給する。浄水器を使って飲めるようにする。このようなストーリーを描き、そのためには、安価な上水技術の

開発が重要だとの提案がなされました。 

 このように、現在世代は、現状の課題や満たされないニーズから議論が始まり、現在の制約の中でアイデアを出

す傾向にあります。一方、将来世代は、地域資源や長所に着目し、地域や社会全体の最適性の視点から議論し、独

創的かつ具体的なアイデアを出すという特徴が指摘されています。 

 

＜世代間持続可能性ジレンマゲーム＞ 

３人が集まり、Ａを選択すると 36ドル、Ｂを選択すると 27ドルもらえ３人で分けるという実験を行います。

もしＡを選択すると次の世代のＡもＢも 9ドルずつ減少し、Ｂを選択すると次世代のＡもＢもそのままという条

件を付けます。更に、グループに一人「仮想未来人」の役割を与え次世代以降の人々を代表して、残り二人と交

渉する実験を加えました。その結果、仮想未来人がいない場合に「Ｂ」を選んだグループの割合は 28％であるの

に対して、仮想未来人という仕組みを導入すると「Ｂ」の選択が 60％になりました。 

 
（高知工科大学西條教授講演資料より作成） 
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【ディスカッション①】現在世代から 2060年の公共施設を考える 

 現在世代から公共施設を考えるセッションとして、本市の公共施設の現状や整備の歴史

を振り返ったうえで、今の視点や利益から公共施設の在り方を話し合ってもらいました。通

常のワークショップと同じ手法による話し合いを行いました。 

 

 
 

《１班の討議内容》 

合併したことにより、同じような公共施設が各々の場所にある。維持費がかかるというこ

ともあり、全部残すのも現実的ではない。だから、今ある公共施設に対しての必要か不必要

かという見直しはしていかないといけない。減らさないといけないなら、優先順位つけて減

らしていくしかない。減らせないものに対しては、維持費を減らす、具体的には貸し出しや

民間との共用でランニングコストを下げる。ランニングコストの一部の人件費については、

自動化により削減可能になる。新しく作る場合については、コンパクトシティを考えた配置

にする。以上のような意見が出されました。 
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《２班の討議内容》 

公共施設がまず、市全体で見てプールが 3 つあるので、一つぐらい無くしてもいいと思

う。合併したときにみんな平等にあったものは、減らしていくという方針は別に悪くないと

思う。必要ないもの、無駄を省いていく。効率化するために、複合的な施設を作っていく。

再利用できるところはして、人材育成とか食の関係も、特化出来るところは特化する。特化

していらないところは、省いたり壊す。ここ 10 年で災害も増えているので、耐震化とか防

災とかそういう観点で、残してく施設を考える必要がある。市内のエリアで特色があるので、

その特色を活かしたものを残していく。テクノロジー系も必ず発達するので、みんなが使え

るようにしないといけない。格差が生じてはいけない。人と人の繋がりが必要なので、交流

の場所は必ず作らないといけない。以上のような意見が出されました。 

 
 

【ディスカッション②】現在から過去の人々へメッセージを送る 

 次に、過去５０年間の公共施設の整備について、現在から過去の人々へメッセージを送る

話し合いを行いました。これはパストデザインと言い、現在世代から過去世代に実際とは異

なる世の中の姿を想像しリクエストを送ることは、時間軸を平行移動させることで、将来世

代から現在世代にリクエストを送りつつ将来の世の中の姿を想像することにつながります。 
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《１班の討議内容》 

感謝したいのは、図書館を綺麗にしてくれたこと。図書館が綺麗になったことで、以前よ

り行きたくなる場所になった。アクアトピアとして親しみある水辺の景観になっている。学

校にエアコンをつけてくれたこと。教育は大事なので教育の改善に繋がりよかった。もっと

あったらいいものは、フィットネス施設。不満型としては、温泉は市がするものではなく民

間でいい。以上のような意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《２班の討議内容》 

よかったものとして、図書館、ビバスポルティアや東予運動公園。古くても良い建物、歴

史的な建物は残してもらいたい。温泉について、本谷温泉は評判が良い。キャンプ場、ふれ

あいの里も評判がよい。クライミングパークみたいに特色のある施設は、特色のあるものを

ドンドン打ち出して行くというのは、すごく良いと思う。考古歴史館は 1 回行けば次に行

くことがあまりないので、人があんまり利用しないものは考えた方がいい。市が合併したと

いうこともあり、また現在とは価値観が違うので、これから人口減少になるので、その辺は

見直して行く必要があるかと思う。テニスコートが多いという意見もあったが、人材が育成

されているなど施設がちゃんと利用できるように維持していくのであればいいのではとい

う意見になる。使わないとか、人口減少があるところは段々省いて行くことが必要。歴史的

な人物を紹介するような建物が多く施設がいるのかどうかは、疑問が残る。新しい施設に関

しては、集客とか利用率が高いので、良いと思う。しかし、費用対策や費用効果がどうなの
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か考えるべきということと、施設の集約。宣伝方法。西条の人に限らず利用できるような形

にするなど。モンベル近辺は、もう少し賑やかになればいい。ふれあいの里にはすごい専門

家の人がいる。そういうのをお手本にして現役を引退された人とかでもいいし、すごく何か

そのことについて知っている人（語り部）が、施設にいていろいろな事を説明してくれると

いいのではないか。以上のような意見が出されました。 

 

 

 

将来世代から公共施設を考える 

 フューチャーデザイン・ワークショップにおいて、実際に未来人になる経験をした方の追

体験ができる紙芝居を視聴し、未来人になるということがどのようなことか感じていただ

きました。 

 

 

【ディスカッション③】どのような固定観念にしばられていたか？ 

 参加者のみなさんには、2060 年の西条市に今の年齢のままでタイムスリップしてもらい、

2060 年から 40 年前の 2020 年を振り返ってもらいました。2020 年を振り返ると、西条市
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以外の地域では、新しいタイプの公共施設が生まれつつありました。当時の西条市は、公共

施設について、どのような固定観念にしばられていたか、未来人の視点から話し合っていた

だきました。 

 フューチャーデザインのワークショップにおいて討議参加者たちが将来の姿についての

独創的なアイデアを発想する場合、そのような発想は現在の社会のありようを何らかの形

で反転させることで実現することが分かってきました。仮想未来人として将来の姿を描く

のに先立ち、ここでは、現在の社会において当たり前と思われている事柄を相対化するとい

うトレーニングのセッションを設けました。 

 

 

《１班の討議内容》 

 学校は地域に一つないといけないとか、制服があった等の固定観念があった。 

固定観念を拭うとどのようなものが想定できていたかというと、公共施設は、民間とお金を

出しあって、共にビジネスもやっていくという場所になっている。例えば、図書館は本を読

むことよりも人と交流する場所になり、コーヒーショップが併設され、たまに映画が上映さ

れたり音楽会が開かれたりと毎日人が集う場所になっている。学校は、通って学ぶものとい

うところから、オンラインで通信教育みたいになっている。健康診断は行ってするものから、

家にキットが送られてくるようになっている。結果、福祉センター的な施設はなくなる。以

上のような意見が出されました。 
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《２班の討議内容》 

公民館では営利活動はしてはいけないとか、公共施設自体が、行政が運営するべきもの。

学校は各地区にないといけない。決まった時間に活動している。などの固定観念があった。 

固定観念を拭うとどのようなものが想定できていたかというと、公共施設が便利に利用

できる場所ができると地区に教育施設は 1 個ないといけないなどの固定観念はなくなる。

大学までが義務教育。必要なものは必要なところでサービスとして提供されるので、施設

（建物）自体が必要なくなり、必要なものは地域で賄われる。教科書はタブレット。フリー

スクール制になり、自由に使える公共空間に自由に出入りしている。高校時点で、大学のよ

うな好きな教科を選んで取る選択制になっている。以上のような意見が出されました。 

 

 

 

【ディスカッション④】2060年の公共施設はどうなっているか？ 

 引き続き、2060 年の西条市にいる将来人の視点から「2060 年の今、公共施設がどのよう

になっているか」を話し合っていただきました。 
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《１班の討議内容》 

 2060 年は、情報社会になって人と人との繋がりが希薄になっている。そこで、公共施設

が、人が集える場所、人と繋げる場所を担っている。また人口が減ったことにより、税収が

減少し、行政もある程度民営化し、公共施設を運営するのは、公務員の仕事ではなくなって

いる。基礎的な仕事は全部 AI がやってくれていて、税金も確定申告も全部電子データで決

めて取られる仕組みになっている。また、公共施設に役割はなく、ひとつの施設で複数の機

能が担われる複合施設に統合されている。一つになってコンパクトになっている。以上のよ

うな意見が出されました。 
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《２班の討議内容》 

市役所に行かないといけなかったものがオンラインで出来る。耐震基準を満たしていな

い建物はなくなり、人も少なくなり年代を超えてみんなが使える施設、活用できる施設だけ

が残る。世代間交流ができる場所となる。公共と民間の垣根がなくなり、自由に使える施設

で人と人が繋がり、活動が循環する。公共施設がテーマパークのようになる。公共のテラス

ハウスがあり公共の大家族みたいになり、みんなが支え合っている。以上のような意見が出

されました。 

 

 

 

ま と め 

 現在世代では、公共施設が多く老朽化が進んでいるという現在の問題点から議論がスタ

ートし、施設削減や維持費の削減、また削減するうえで、どのような観点から進めるべきか

といった内容で議論が進められました。一方、将来世代では、図書館が本を読む場所ではな

く人と交流する場所になり、市役所の行政サービスがオンライン化され役所自体が半分に

なるなど、従来の公共施設の在り方を覆し、新たなかたちを想像するような議論に発展して

いきました。 

  

 現在世代 将来世代 

第１班 

公共施設や維持費の削減が必要だ。 

・全部残すのは現実的でない。 

・優先順位をつけて減らしていく。 

・減らせないものは維持費を減らす。 

・自動化で人件費を減らす。 

公共施設は人が集える、人とつながる場所になる。 

・図書館は本を読むことよりも人と交流する場所になる。 

公共施設とサービスが分離されている。 

・健康診断は施設で行うものでなく、自宅に診断キットが

送られ、福祉センターがなくなる。 

第２班 

公共施設削減を議論する観点が重要だ。 

・効率化するため複合的な施設にする。 

・特色あるものを残していく。 

・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰが発達しても利用に格差の生じない

施設が重要だ。 

技術革新や人口減少で物理的な施設は減っている。 

・世代を越えてみんなが使える施設が残っている。 

・住民票はオンラインで取得でき市役所は半分になる。 

自由度の高い公共施設が１つできる。 

・仕事や勉強がどこでもできる 
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■討論から知見を引き出す可視化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

第１班のディスカッション③の前半部分を、上記の通り、可視化した。矢印は、ある発言が、別の発言を促したと

解釈できる場合に引いた。また、同一参加者の発言は同一の色で表示した。この可視化結果の中に、未来人が公共施

設のあり方について討議する際の特徴が明瞭に表れていると考えられる。 

 この班は、当初、定年制や年金やキャッシュレスについて討議し([54, 60, 70, 88])、2060年の概況を描きだすこ

とからスタートし、情報化が加速した社会を想定した。その後、冒頭の司会者からの指示を思い起こし([119, 153])、

情報化の加速が図書館の形を大きく変えているであろうことを推定した([154, 168, 236])。ただし、この時間帯に

おいては、図書館の形についての班内での合意はまだ形成されていない。一方、情報化の加速は公民館、学校、市役

所といった各種公共施設が物理的スペースを必要としない状況になるという議論を生み出した([297, 299, 368])。

こうして、ごく自然に、2020年に当然だった公共施設に対するイメージを払拭する議論に帰結した([466])。 

 この議論が例示しているように、未来人に公共施設の在り方を議論するよう依頼した場合、彼らは公共施設そのも

のを描くというよりは、その未来における西条市や日本社会全体の在り方にまで議論のスコープを一旦広げ、それと

整合するよう、与えられた課題（今回の場合は公共施設の在り方）を合理的に検討する傾向が強い。仮にそこからな

された現代（今回の場合 2020 年）の人たちへの提言が、現代の人たちに一時的な不便を強いるものであったとして

も、未来人は躊躇せずに提言をするのは、自らが導きだした提言が持つ合理性に自信を持っているからなのである。 

（高知工科大学中川准教授提供） 

 

[冒頭]2060年の今の公共施
設の姿を描く指示（司会）

[54] 2020年当時は定年
が60歳だったと回顧(C) 

[60] 年金制度が崩
壊したと推定(A) 

[70] お金という概念自体が
古くなっていると推定(C) 

[88] キャッシュレス化が進
み手に埋め込まれたチップ
で決済ができると推定(C) 

[119] 2020年当時の図書館
での本の貸し出し時のバー
コード読み取り作業が面倒
だったことを回顧(A) 

[143] 欲しい情報はボタン一つ
でなんでも手に入るアイテム
が普及していると推定(C) 

[153] 今は図書館が無くなっ
ている可能性を指摘(C) 

[154] 図書館は娯楽の場所と
して形を変えて存続してい
ると仮定し[154]に反論(A) 

[168]図書館は本を読むというよ
り人が集まる場所になって存続
していると仮定し[154]を敷衍 (C) 

[173] 皆が同じ情報を入手でき
るということは個性が希薄化
しているはずだと推定(D)

[236] 個性が希薄化するという
ことは、図書館や民芸館などの
必要性が無くなるということだ
と推定し[154]の前言を再考(A)

[297] 皆が情報共有できるプ
ラットフォームがネット上に
できているので、公民館は無
くなっていると推定(A)

[299] 公民館が無くなる代わりに何にで
も使えるようなスペースができており、
当時あった学校や市役所がそのような
機能を果たしていると推定(C) 

[368]（学校の物理的スペースが必要なく
なるのと並行して）義務教育の形は大き
く変わり、2020年当時の大学のように、各
自が自分なりのカリキュラムに従い単位を

取得するようになったと推定(C) 

[423]2020年当時、新潟県
で給食施設を目的外に使
用していた事例を想起(C) 

[461] 今行っている討議は
どこに向かっているのか
という疑問の提示(D)

[466]2060年の今から振り返ると
2020年当時、西条市の公共施設の建
物が多すぎたという判断に討議が着
地しつつあるという解釈の提示

ディスカッション③の一部を用いて、 

討論の可視化を例示的に行った。 

参加者のひとつひとつの発言がそれより前のどの発言を受け

たものであり、またそれより後のどの発言に引き継がれてい

ったのかを可視化するものです。 
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そ の 他 

 本ワークショップでは、現在世代との対比はありませんが、将来世代の回のみにも市民や

高校生等にご参加いただきました。その方 （々第３班から第５班）のご意見をご紹介します。 

 

【ディスカッション④】2060年の公共施設はどうなっているか？ 

《３班の討議内容》 

 超高齢化は落ち着くものの人口は減少する。限界集落はなくなったところもあるが、その

ようなところをおもしろいと人が移り住んでいる。人口が減るが故に、高校生がお年寄りに

教えたり、子どもが働く大人を見たりなど、さまざまな世代が集まれるコミュニティの拠点

ができている。以上のような意見が出されました。 

 
 

《４班の討議内容》 

 授業がオンラインになり学校に行かなくてよい。買い物も受験も家でできるようになり、

家から出る理由がなくなる。そうなると、わざわざ外出するのは、人間らしさを維持するた

めに生の人と会話することが理由になる。施設はそのような場になる。以上のような意見が

出されました。 
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《５班の討議内容》 

 図書館から本が無くなって、情報を集めて提供する施設になっている（図書館アプリがで

きている）。図書館などに行けば職場にいかなくても仕事ができる。若い人から高齢者まで

何かをやりたい人を応援してくれる施設ができている。以上のような意見が出されました。 

 

 

 


